
ゆ

中

世

の

墳

墓

高
橋
健
白

　
　
　
　
闘

　
題
し
て
中
世
の
墳
纂
こ
い
ふ
。
我
が
國
の
墓
制
が
佛
敷

の
影
響
を
受
け
て
専
ら
佛
式
に
よ
っ
て
管
ま
れ
る
こ
ご
が

翻
ま
っ
て
か
ら
、
室
町
時
代
の
気
葉
に
至
る
ま
で
、
そ
の

闘
の
墳
墓
に
就
い
て
述
べ
る
つ
も
り
で
あ
る
○
上
古
の
竣

墓
に
書
し
て
は
考
古
話
者
の
聞
に
盛
ん
に
研
究
さ
れ
て
、

種
々
の
論
丈
や
報
告
が
頗
る
多
く
登
表
さ
れ
て
あ
る
け
れ

・
こ
も
、
奈
良
時
代
以
後
の
墳
墓
に
至
っ
て
は
從
來
回
り
研

究
さ
れ
て
る
な
い
。
維
新
前
に
於
て
は
文
政
天
保
の
交
に

中
之
儒
名
の
『
墳
墓
考
』
に
劣
少
の
記
述
が
見
ぬ
、
明
治

に
な
っ
て
か
ら
三
十
二
年
の
耶
子
鐸
嶺
氏
の
『
本
邦
墳
墓

の
沿
革
』
ε
三
十
玉
年
の
八
木
婆
三
郎
氏
の
考
古
便
覧
中

の
『
墳
菓
…
の
滑
革
』
ご
に
記
さ
れ
て
あ
る
に
…
過
ぎ
な
い
。

　
　
　
第
四
霧
　
研
究
　
中
盤
の
墳
墓

古
墳
の
究
研
が
上
古
代
の
上
に
多
大
の
貢
献
を
な
し
つ
、

あ
る
こ
ご
は
今
更
い
ふ
ま
で
も
な
い
が
、
中
世
以
後
の
墳

墓
の
研
究
も
三
章
史
學
の
上
に
少
か
ら
ぬ
閣
係
が
あ
る
u

特
に
近
年
餐
地
方
に
懸
更
や
叢
竹
の
編
纂
が
盛
ん
に
な
っ

て
來
て
、
漸
…
く
そ
の
書
の
登
列
を
見
る
に
至
つ
π
今
旧
、

吾
輩
は
こ
の
方
面
の
研
究
の
必
要
を
痛
切
に
戚
じ
つ
》
あ

る
の
で
あ
る
○
實
地
道
物
に
樹
す
る
研
究
が
記
録
の
研
究

に
比
し
て
兎
角
後
れ
が
ち
で
め
る
の
は
遺
憾
な
が
ら
擦
な

い
こ
し
て
も
、
少
く
こ
も
彼
の
．
鎌
倉
の
頼
翻
の
石
塔
や
下

野
龍
興
寺
の
鑑
翼
の
石
塔
の
如
き
類
を
以
て
そ
の
當
時
の

遺
物
ご
認
め
る
や
う
で
は
未
だ
こ
の
種
の
史
料
の
何
だ
る

を
知
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。

　
我
が
國
墳
墓
の
沿
革
を
約
言
す
れ
ば
二
つ
の
大
な
る
時

第
二
號

三
九
　
（
二
〇
七
）
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第
四
巻
　
研
究

中
．
世
の

第
一
園
　
大
和
國
高
市
虻
田
淵
龍
輻
寺
石
造
暦
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墳
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幽
い
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．
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遭
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第
五
圖
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第
二
號
　
　
　
四
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（
二
〇
八
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豊
後
國
北
海
部
郡
深
田
五
輿
望
（
承
安
∴
年
在
銘
）

蔽閣

議
窺
．
轟

第
六
圖
　
山
賊
瞬
宇
治
浮
島
十
三
重
石
塔

灘

蕪

響
．

、
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第
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圃
　
大
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郡
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寺
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．

第
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郡
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第
四
巻
　
研
究
　
中
世
の
墳
墓

代
別
が
あ
る
Q
即
ち
第
一
は
所
謂
古
墳
蒔
代
で
、
高
く
著

し
い
墳
丘
を
有
し
豊
富
な
る
副
葬
品
を
藏
め
だ
時
代
で
、

第
二
鳳
奈
良
時
代
以
後
佛
敷
の
方
式
に
よ
っ
て
卒
都
婆
を

以
て
墓
標
こ
な
し
、
さ
し
逼
る
副
聾
心
の
な
い
時
代
で
あ

る
○
而
し
て
そ
の
第
二
の
時
代
は
更
に
南
期
に
分
つ
べ
き

も
の
で
、
第
一
期
は
奈
良
時
代
か
ら
室
町
時
代
の
中
葉
ま

で
の
聞
、
古
式
な
る
石
造
の
卒
都
婆
が
立
て
ら
れ
灯
時
代

で
、
第
二
期
は
室
町
時
代
末
か
ら
今
口
に
至
る
ま
で
、
新

式
の
石
造
卒
都
婆
が
用
ひ
ら
れ
た
時
代
で
め
る
○
．
今
で
も

墓
標
を
指
し
〆
、
獄
俗
概
ね
石
塔
．
こ
い
ふ
。
石
塔
は
即
ち
石

造
卒
都
婆
の
義
で
あ
も
。
近
世
の
石
塔
は
一
見
殆
ざ
卒
都

婆
の
形
式
が
な
く
、
寧
ろ
そ
の
形
が
石
碑
に
類
し
て
み
る

か
ら
現
に
石
碑
こ
も
呼
ば
れ
て
居
る
。
け
れ
ざ
も
石
塔
は

何
庭
ま
で
も
石
塔
、
石
碑
は
何
庭
ま
で
も
石
碑
で
、
墓
標

な
る
石
塔
ご
墓
碑
ご
は
全
然
胴
部
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
○

儒
者
の
中
に
ば
當
時
一
般
に
墓
標
こ
し
て
用
ひ
つ
、
あ
る

も
の
を
殊
更
に
墓
の
地
黙
か
ら
引
離
し
て
支
那
式
に
立
て

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
四
二
　
（
二
一
∩
C

陀
も
の
も
あ
っ
だ
の
も
一
高
輪
な
事
で
、
形
式
か
ら
ば
か

り
見
れ
ば
さ
う
も
考
へ
ら
れ
る
。
併
し
近
世
の
墓
標
も
石

塔
の
名
が
遽
っ
て
み
る
謀
り
、
矢
張
嘘
吐
翠
都
婆
の
墾
穗

し
て
出
來
だ
形
式
で
、
そ
の
聞
の
沿
革
が
考
察
し
得
ら
れ

る
の
で
あ
る
○
吾
叢
が
こ
、
に
記
述
を
試
み
よ
う
こ
す
る

の
は
右
の
第
一
期
な
る
古
式
石
塔
時
代
に
就
い
て
の
研
究

の
梗
概
で
あ
る
。

　
　
　
　
島

　
高
大
な
る
墳
丘
を
有
し
多
く
の
副
葬
品
を
藏
め
る
こ
い

ふ
風
は
、
大
化
の
詔
に
も
墳
墓
の
容
績
を
鰯
逸
し
、
金
銀

銅
盤
の
類
の
副
…
葬
が
禁
ぜ
ら
れ
て
あ
る
位
・
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
風
は
そ
の
後
漸
く
衰
へ
た
○
扶
桑
略
記
の
元
窃
上
皇

崩
碑
の
條
に
こ
起
よ
り
以
後
高
陵
を
作
ら
8
3
こ
ご
を
註
し

て
あ
る
の
も
場
て
微
こ
す
べ
き
で
あ
る
Q
湿
て
こ
の
時
代

の
墓
制
に
最
獣
姦
を
翻
し
た
の
は
上
流
に
佛
敷
が
盛
ん
に

な
っ
て
藩
に
火
勢
が
行
は
れ
る
に
至
つ
だ
こ
ご
で
め
る
u

我
が
國
の
火
葬
は
元
興
寺
の
電
昭
に
創
つ
把
が
、
皇
室
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“



善
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於
て
之
を
御
櫛
瑚
に
な
つ
だ
の
は
實
に
持
統
天
皇
の
御
遺

認
に
よ
つ
τ
行
は
れ
た
の
が
最
初
で
曝
火
葬
は
こ
れ
か
ら

上
流
に
行
は
れ
、
江
戸
時
代
の
初
ま
で
は
一
重
に
盛
ん
で

あ
っ
だ
の
で
あ
る
○
『
阿
無
極
の
曲
陵
寵
』
に
文
暦
二
年
賊

が
天
武
持
統
陵
を
犯
し
π
有
様
を
記
し
た
申
に
『
金
銅
桶
』

ご
あ
る
の
は
即
ち
持
統
天
皇
の
御
骨
壷
で
あ
ら
5
0
飯
に

．
埋
藏
す
べ
き
遣
骸
の
容
量
が
少
く
な
っ
た
の
で
、
こ
の
時

代
の
墳
墓
は
上
古
の
如
き
堂
々
た
る
単
身
な
ざ
の
設
け
が

な
く
、
玉
茶
毘
に
付
し
た
る
遺
骨
を
藏
骨
器
に
入
れ
て
埋

蝕
し
π
の
み
で
、
黒
糖
寳
器
副
葬
が
行
は
れ
な
く
な
つ
π

こ
ご
は
隔
…
從
家
各
地
で
登
掘
さ
れ
π
こ
の
時
代
の
墓
の
實

際
に
徽
し
て
知
る
こ
ご
が
出
漁
る
○

　
そ
の
頃
の
藏
骨
器
は
普
通
冨
陶
器
の
壺
で
、
上
等
に
な

る
ご
銅
製
も
あ
り
、
稀
に
は
山
城
國
葛
野
郡
嵯
峨
村
字
上

嵯
峨
薙
刀
坂
登
掘
の
如
く
、
金
銅
製
の
鞍
敷
だ
る
も
の
も

あ
れ
ば
、
大
和
國
高
市
郡
飛
鳥
村
大
字
豊
浦
登
掘
の
如
く

そ
の
上
更
に
見
事
な
る
文
糠
を
陰
刻
し
π
の
も
あ
る
○
ま

　
　
　
第
四
盤
　
研
究

中
世
の
墳
塞

た
大
和
國
宇
陀
郡
内
牧
村
大
字
八
瀧
登
掘
の
交
禰
鷹
の
骨

壷
の
如
く
そ
れ
が
二
重
に
な
っ
て
、
内
が
硲
子
器
で
外
が

銅
器
の
も
あ
り
、
讃
岐
國
三
豊
郡
上
高
瀬
村
蕨
掘
の
如
く

内
が
銅
器
で
外
が
陶
器
の
も
あ
り
、
叉
大
和
國
北
葛
城
郡

二
上
村
大
字
穴
鍛
勝
馬
蠣
登
掘
威
奈
大
村
の
骨
壷
の
如
く

更
に
三
重
に
な
っ
て
外
が
陶
器
、
中
が
銅
器
、
而
し
て
そ

の
中
に
漆
器
の
あ
っ
遊
資
も
あ
る
（
奈
良
縣
史
蹟
調
査
會

報
告
一
、
水
木
要
汰
郎
氏
『
威
奈
大
村
墓
』
所
引
『
威
奈

大
村
墓
誌
鋼
器
置
場
私
記
』
b
時
こ
し
て
は
大
和
國
山
邊

郡
老
親
野
村
大
字
甲
岡
登
掘
の
小
治
田
安
築
上
の
墓
の
如

ぐ
、
極
め
て
金
型
に
檜
製
の
小
木
棺
を
以
て
し
だ
の
も
あ

る
。
こ
れ
ら
の
藏
骨
器
は
地
下
に
穴
を
穿
っ
て
埋
め
て
あ

っ
惣
の
で
あ
る
が
、
丁
寧
な
る
鴬
合
に
は
大
和
國
宇
陀
郡

紳
戸
村
大
字
拾
生
字
城
由
酸
掘
銅
製
骨
壼
や
、
山
城
國
乙

訓
郡
大
枝
村
大
字
塚
原
螢
掘
宇
治
宿
禰
の
墓
の
如
く
、
骨

藍
の
外
部
を
石
櫃
で
以
て
保
護
し
π
の
も
あ
る
。
天
尋
二

十
一
年
の
摺
行
基
の
骨
壼
が
文
暦
二
年
登
掘
さ
れ
π
蒔
の

第
二
號

四
三
　
（
二
一
一
）



第
四
懸
　
　
研
　
究
　
　
中
　
世
　
の
　
墳
”
墓

注
進
状
（
奈
良
縣
史
蹟
調
査
厳
島
三
二
、
水
木
要
太
郎
氏

『
行
基
菩
薩
の
墓
㎞
所
轄
）
に
、
八
角
の
石
筒
の
申
に
銅
器

が
あ
り
．
銅
器
の
中
に
銀
着
が
あ
っ
だ
こ
ご
を
記
し
て
あ

る
が
、
そ
の
八
角
の
石
庭
は
即
ち
駈
櫃
の
類
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
罵

　
後
世
墓
こ
い
へ
ば
必
ず
石
搭
が
立
っ
て
居
る
○
こ
の
石

塔
の
起
原
も
亦
こ
の
奈
良
時
代
に
あ
る
。
天
年
二
十
一
年

入
寂
し
陀
偲
行
墓
の
墓
誌
銘
『
大
俗
正
命
参
詣
記
』
（
水
木

氏
灰
引
）
に
倒
れ
ば
、
そ
の
置
上
に
多
寳
塔
を
建
て
沈
こ
ε

を
指
し
て
あ
る
○
加
之
嘉
元
三
年
に
出
凍
た
凝
然
の
竹
林

寺
記
録
（
同
氏
所
引
）
に
『
慰
安
多
蜜
塔
、
宮
比
建
石
塔

属
島
起
立
多
賓
塔
』
ご
あ
る
に
よ
れ
ば
、
最
下
確
か
に
木

邉
建
築
が
あ
っ
把
に
相
違
な
い
が
、
墓
上
に
塔
を
立
て
セ

こ
だ
は
事
事
で
あ
る
。
大
和
國
高
市
郡
高
市
村
大
字
稻
淵

の
龍
藤
寺
に
石
造
層
塔
が
一
暴
あ
る
◎
（
第
一
圖
饗
照
）
，
・
一

れ
は
初
層
…
の
周
り
に
曙
、
昔
阿
膏
王
』
云
々
の
銘
が
あ
る
。

磨
滅
甚
し
く
全
文
を
知
る
こ
ご
が
下
血
な
い
が
、
末
に
『

第
二
號

四
四
　
（
一
＝
二
）

天
李
勝
寳
三
年
』
、
『
從
工
位
』
等
の
交
字
が
あ
る
Q
金
石
文

鷺
謹
悔
及
び
闘
本
身
経
に
從
へ
ば
、
『
從
二
位
』
の
下
に
『
竹

野
王
』
ご
あ
っ
だ
ら
し
い
Q
果
し
て
然
ら
ば
こ
れ
は
竹
野

王
の
墓
標
こ
し
て
當
時
立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
Q
實

に
我
が
圓
葎
銘
石
塔
中
の
簸
右
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
種

の
虫
下
は
大
和
地
方
に
は
往
々
遺
喜
し
て
居
る
。
何
れ
も

銘
文
の
徴
こ
す
べ
き
も
の
が
な
い
が
、
提
式
上
略
疑
時
代

の
も
の
な
る
べ
き
こ
ご
は
推
察
さ
れ
る
。
彼
の
下
野
國
龍

興
寺
に
あ
る
天
年
意
字
七
年
の
銘
あ
る
鑑
識
の
石
塔
の
如

き
は
・
い
く
ら
銘
が
あ
っ
て
も
灰
講
年
代
の
約
束
ご
違
ふ

も
の
で
，
勿
論
擾
世
出
來
π
も
の
で
め
る
へ
。

　
雷
門
時
代
は
唐
制
模
倣
の
時
代
で
あ
る
か
ら
、
墓
碑
を

立
て
る
こ
ご
も
こ
の
時
代
に
宥
は
れ
た
Q
令
に
『
凡
墓
皆

立
碑
．
記
其
官
姓
名
之
墓
』
ご
あ
る
、
い
尤
婁
異
記
に
慷
れ

ば
、
雄
略
天
皇
の
時
小
子
部
連
衡
輕
の
墓
に
建
碑
の
あ
っ

把
こ
ご
が
見
ね
、
天
智
紀
の
言
及
び
藤
原
家
傳
に
、
藤
原

鎌
足
の
麗
し
泥
時
に
も
亦
碑
が
欝
來
だ
こ
ざ
が
見
ね
る
か

奪



ら
、
銑
に
以
前
か
ら
行
は
れ
、
こ
の
時
代
に
至
っ
て
は
相

當
し
用
ひ
ら
れ
π
ら
う
ご
思
は
る
け
れ
ご
も
、
こ
の
頃
の

墓
碑
で
後
世
に
遣
っ
て
る
も
の
は
至
っ
て
少
な
く
、
朱
鳥

三
年
の
鬼
室
集
斯
、
寳
鶉
二
年
⑳
藤
原
永
手
の
如
き
信
ず

べ
か
ら
ざ
る
も
の
を
除
け
ば
、
持
統
天
皐
三
年
の
河
内
樹

形
浦
廻
碑
、
交
武
天
皇
四
年
の
下
野
國
那
須
國
造
稗
、
及

養
老
五
年
の
大
和
國
元
明
陵
碑
惨
毒
に
二
三
あ
る
だ
け
で

あ
ら
う
。
し
か
も
現
存
し
て
み
る
も
の
は
那
須
國
造
碑
一

三
あ
る
の
み
で
あ
る
。
而
し
て
命
の
規
定
の
『
官
姓
名
之

墓
』
の
書
式
に
よ
つ
陀
も
の
な
・
ざ
は
嘗
て
存
在
し
セ
こ
ご

す
ら
傳
は
ハ
ノ
て
る
な
い
〇

　
　
　
　
四

　
墓
誌
を
墓
の
内
部
に
藏
め
る
こ
ご
も
奈
良
時
代
に
盛
ん

に
行
は
れ
た
○
尤
墓
誌
中
で
最
古
い
天
智
天
皇
七
年
の
船

氏
，
及
び
第
二
位
の
天
武
天
皇
五
年
の
小
野
毛
人
の
如
き

は
、
未
だ
火
葬
が
行
は
れ
す
、
墳
墓
の
規
模
が
な
ほ
宏
大

な
る
前
時
代
に
労
す
る
こ
ご
、
恰
も
墓
碑
が
前
時
代
か
ら

第
四
巻
　
研
甕
　
中
世
の
墳
墓

ψ

行
は
れ
π
如
く
で
あ
る
が
、
第
三
位
の
慶
雲
二
年
の
宇
治
、

宿
禰
以
下
第
十
四
位
の
延
暦
三
年
の
紀
吉
纏
に
至
る
ま
で

計
十
二
織
、
今
9
學
界
に
知
ら
れ
て
居
る
古
い
墓
誌
は
悉

皆
奈
良
時
代
の
も
の
で
あ
る
。
今
之
を
衰
示
す
れ
ば
左
の

茂
り
。同同天棘同和同同慶

二　卒絶　銅　　雲
十十
一一 �Z三元同四二
年年年年年年・　年年

天
挙
寳
字
六
年

浅
識
　
七
年

延
暦
　
三
年

宇
治
宿
薦
　
山
城
岡
乙
訓
郡
大
圏
村
大
孚
塚
原

聖
母
麿
　
大
和
國
宇
陀
郡
内
牧
村
大
字
八
瀧

威
奈
大
村
　
同
北
葛
城
郡
二
上
村
大
字
穴
三

下
讃
凶
勝
國
三
舞
　
備
中
國
小
田
郡
東
蟹
成
村

俳
編
郡
徳
足
比
｝
賀
　
閃
幡
國
府
一
中
由
中

小
治
国
安
萬
侶
大
利
國
由
蓬
郡
都
介
野
村
大
字
甲
麗

美
努
岡
萬

援
貴
氏

償
行
基

石
川
年
是

高
屋
受
人

組
吉
畿

同
生
駒
郡
衛
生
駒
村
大
字
萩
療
…

同
宇
智
郡
牧
野
村
大
字
大
澤

同
生
駒
瀟
南
生
駒
村
大
字
膚
里

蝦
津
國
三
島
篇
清
水
村
大
宇
撰
上

河
内
闇
南
河
内
郡
磯
長
村
（
り
・
）

同
同
氏
欄
槻
長
村
大
掌
饗
日

實
に
墓
誌
は
季
安
時
代
乃
至
室
町
時
代
に
は
殆
ご
見
る
こ

ご
の
出
來
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
中
で
船
、
小
野
、

第
二
號

一四

ﾜ
　
　
（
二
＝
二
）



第
四
俗
　
研
究
　
中
世
の
墳
墓

宇
治
、
文
、
小
治
田
、
美
努
、
石
川
の
七
言
の
は
銅
版
で

鍍
金
の
も
の
多
く
、
楊
貴
、
高
屋
、
紀
の
三
氏
の
は
確
で

あ
る
が
、
覆
り
の
威
奈
、
＝
下
道
、
伊
編
警
部
の
三
氏
及
び

行
北
摩
の
は
別
に
嘉
節
が
な
く
、
魚
骨
器
に
向
っ
て
直
接
基

誌
銘
が
あ
る
。
何
聖
な
る
謬
か
唐
に
盛
ん
に
用
ひ
ら
れ
た

厚
い
石
版
に
銘
丈
を
刻
し
托
類
は
嘗
て
登
見
さ
れ
π
こ
ご

を
聞
か
な
い
。
な
ほ
序
だ
か
ぢ
附
加
へ
て
置
く
が
、
奈
良

時
代
の
墓
誌
に
は
鐡
版
も
用
ひ
ら
れ
π
ら
し
い
○
鐵
は
何

母
腐
蝕
が
甚
し
い
か
ら
銘
文
の
如
き
は
全
然
不
明
で
あ
る

が
O
大
和
國
宇
陀
郡
榛
原
町
大
宇
萩
原
字
岩
尾
子
鼠
遺
物

の
如
き
は
ま
さ
に
そ
の
一
例
で
め
る
○

　
以
上
の
菓
制
は
主
こ
し
て
暫
時
の
文
化
の
4
、
心
黙
託
る

近
畿
地
方
に
行
は
れ
π
も
の
で
、
邊
郷
な
る
地
方
に
は
猫

耳
古
式
の
葬
法
が
襲
用
さ
れ
元
、
ε
を
認
め
ね
ば
な
ら
蹟

そ
の
謬
襟
は
墓
上
石
榔
等
の
構
造
が
依
然
上
古
の
様
で
あ

馳
る
の
に
、
爾
葬
品
申
全
く
奈
良
時
代
の
篠
式
を
示
す
も
の

が
存
す
る
こ
ご
．
論
策
地
方
な
ご
に
往
々
そ
の
例
が
あ
る

第
二
雅

四
山
ハ
　
（
’
一
一
四
）

か
ら
で
あ
る
》

　
　
　
　
五

　
季
安
時
代
の
墳
墓
が
學
術
的
に
實
地
調
査
を
維
π
こ
と

は
從
來
曾
て
聞
き
及
ば
な
い
か
ら
、
こ
》
に
實
例
を
畢
げ

て
説
林
す
る
こ
ご
は
囲
難
で
あ
る
が
、
幸
に
古
記
ご
古
圖

ご
に
よ
っ
て
考
察
す
る
こ
ご
が
出
繋
る
。
先
づ
遺
骸
は
火

葬
に
し
ろ
土
葬
に
し
ろ
地
下
に
穴
を
穿
っ
て
埋
め
仁
の
で

あ
る
。
醍
醐
寺
難
事
記
に
よ
れ
ば
、
醍
醐
天
皇
の
後
山
科

陵
は
御
宴
の
深
さ
九
尺
、
慶
さ
方
三
曹
、
、
綾
倉
高
さ
四
尺

三
寸
、
縦
横
各
一
丈
な
る
二
ご
が
窺
ひ
奉
ら
れ
る
。
こ
れ

は
皇
陵
の
蕩
合
で
あ
る
か
ら
、
固
よ
り
一
般
の
墓
制
を
律

す
る
鐸
に
は
い
か
な
い
が
、
以
て
上
流
に
於
け
る
地
下
籏

穴
の
規
模
を
推
考
す
る
濫
悪
こ
な
る
。
後
冷
泉
天
皇
の
天

藤
三
年
に
記
さ
れ
た
慈
慧
大
僧
正
潰
…
告
歌
に
『
其
下
掘
穴

除
三
四
尺
許
、
澱
骨
於
穴
底
上
、
可
総
藻
』
ご
あ
り
、
源

李
盛
衰
記
の
藤
原
成
親
の
屍
膿
を
備
前
國
有
木
別
所
に
葬

る
條
に
、
『
形
の
如
穴
を
掘
、
石
を
盤
て
奉
納
』
ざ
あ
る



な
ざ
、
以
て
徴
ε
す
べ
き
で
あ
る
○

　
次
に
墓
に
は
地
上
土
壇
或
は
石
壇
を
築
き
、

差
樽
b
木

造
の
卒
都

婆
を
立
て

永
久
の
設

備
こ
し
て

嚢
辞
魯

て
、
そ
の

周
園
に
は

大
概
棚
を

緯
ら
し
た

の
で
あ
る

壇
上
卒
都

畠
藝
～

　
轟
9

そ
の
上
に

　　（草子鬼餓）塔輪五　圖二第

圖るれて立を婆都卒造水の基三き築を樋土

蝶
を
立
て
把
こ
ご
は
古
史
の
所
見
激
る
多
い
が
、
今
特
に

参
考
に
資
す
べ
き
も
の
を
畢
げ
れ
ば
、
元
享
鞍
壷
に
高
野

　
　
　
弟
西
巻
　
研
究
　
中
世
の
墳
墓

山
の
塞
海
の
墓
を
記
し
て
、
『
盤
石
降
壇
、
立
卒
兜
波
其

上
』
ご
あ
り
、
今
昔
物
語
の
播
磨
國
で
野
猪
を
殺
し
な
話

に
も
、
保
元
物
語
の
鎌
田
正
清
が
源
爲
義
の
首
を
葬
る
條

に
も
、
源
李
盛
衰
記
の
藤
原
成
経
が
父
成
親
の
墓
に
謁
る

條
に
も
、
皆
土
埴
を
築
い
て
卒
都
婆
を
立
て
π
こ
ご
が
明

記
し
て
あ
る
。
こ
の
時
代
は
皇
室
に
於
て
も
岩
上
に
卒
都

婆
を
御
立
て
に
な
っ
た
。
仁
明
天
皇
の
深
草
陵
、
醍
醐
天

皇
の
後
山
科
陵
、
堀
河
天
皇
の
後
影
敏
寺
落
籍
何
れ
も
其

例
で
あ
る
。
殊
に
後
一
條
天
皇
の
御
葬
所
の
事
は
類
聚
雑

例
に
最
具
燈
的
に
記
さ
れ
て
、
『
式
部
太
輔
窯
業
朝
臣
、
美

作
守
定
経
朝
霞
等
向
御
葬
所
、
採
鋤
覆
土
、
其
後
人
夫
等

從
此
役
、
御
墓
上
立
石
卒
都
婆
、
藏
陀
羅
尼
、
其
廻
立
釘

貫
、
叉
右
衛
…
㌦
尉
一
任
合
人
夫
掘
塘
，
其
下
命
植
樹
』
ε

あ
る
○
ま
陀
吉
事
略
儀
に
『
由
作
斯
行
事
（
中
略
・
、
採
鋤

覆
土
、
其
後
築
墓
、
立
石
卒
都
婆
、
立
廻
釘
貫
、
恥
門
松
、

四
面
掘
溝
』
ご
あ
る
も
同
様
の
事
で
、
何
れ
も
壇
を
築
き

卒
都
婆
を
立
て
た
徴
讃
で
め
る
右
前
蓮
の
戸
惑
大
僑
正
遺

第
二
磯

四
七
　
（
二
一
五
）



第
四
巻
　
研
究
　
中
世
の

墓

告
状
に
『
月
立
假
卒
都
婆
へ
中
略
）
、
滑
九
日
内
、
作
石
卒
都

婆
、
．
聖
母
替
之
』
ご
あ
る
に
よ
μ
ば
、
石
卒
都
婆
が
聞
に

合
は
な
け
れ
ば
、
最
初
木
造
・
卒
都
婆
を
立
て
．
、
後
に
石
卒

都
婆
を
立
て
る
風
が
あ
っ
た
こ
ご
が
知
ら
れ
る
。
か
く
生

前
に
石
卒
都
婆
を
作
る
こ
ご
が
行
は
れ
だ
の
み
な
ら
す
、

古
今
著
麟
集
に
滞
藏
法
師
が
金
剛
鼠
の
谷
に
人
の
屍
膿
を

登
回
し
た
こ
い
ふ
突
然
の
引
合
に
あ
っ
て
も
、
薪
を
忍
ん

で
火
葬
し
、
そ
の
上
に
石
卒
都
婆
を
立
て
髭
こ
ご
が
見
ね

る
か
ら
悔
形
式
だ
け
の
石
卒
都
婆
を
最
初
か
ら
立
て
る
こ

ご
も
あ
っ
だ
こ
ご
が
判
る
Q
そ
れ
か
ら
柵
を
緯
ら
し
π
こ

ご
は
、
前
に
引
い
菰
類
聚
難
戦
a
後
一
條
天
皇
の
御
葬
所

及
び
吉
事
賂
儀
の
文
に
あ
る
の
み
な
ら
す
、
県
花
物
語
に

木
播
山
の
月
夜
の
景
を
叙
し
て
『
木
の
間
よ
り
も
り
出
で

尽
る
月
を
し
る
べ
に
て
、
卒
都
婆
釘
貫
い
ご
多
か
る
中
に

』
、
玉
葉
の
聖
徳
后
聖
子
の
土
葬
を
記
し
て
『
且
立
廻
釘

扱
、
其
王
立
石
卒
都
婆
』
、
前
蓮
の
二
季
盛
衰
記
の
成
親
が

父
の
墓
に
謁
つ
る
條
に
『
墓
を
築
て
釘
貫
し
廻
し
て
、
道

　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
二
　
號
　
　
　
　
㎞
閏
八
　
　
（
二
一
（
ハ
）

す
が
ら
造
ら
れ
π
り
け
る
卒
都
婆
を
墓
の
中
に
年
給
ひ
ぬ

』
ご
あ
る
な
ご
、
皆
以
て
徴
こ
す
べ
き
で
あ
る
○
こ
、
に

釘
貫
マ
あ
る
は
即
ち
棚
の
事
で
あ
る
・
餓
鬼
草
子
に
見
ね

る
土
壇
の
上
に
三
本
の
木
造
卒
都
婆
を
立
て
た
状
（
第
二

圖
塗
照
）
石
漉
上
に
三
本
の
水
野
卒
都
婆
を
立
て
、
更
ら

に
所
謂
千
本
卒
都
婆
ご
立
て
た
状
、
及
び
壇
上
石
卒
都
婆

（
五
輪
堵
）
を
立
て
、
周
國
に
は
所
謂
釘
貫
を
立
て
廻
し
柁
．

光
景
（
第
三
織
目
照
）
何
れ
も
三
時
を
そ
の
ま
、
見
る
や

う
な
心
地
が
す
る
Q
畏
け
れ
ざ
醍
醐
天
皇
陵
に
三
本
の
卒

都
婆
を
御
立
て
に
な
っ
た
こ
ご
な
ご
も
そ
や
ろ
に
偲
び
奉

る
こ
ご
が
出
來
・
る
○

　
こ
れ
ら
の
圖
に
見
る
如
き
土
壇
景
観
石
壇
は
古
墳
蒔
代

の
墳
丘
ご
は
少
し
性
質
の
異
っ
た
も
の
ご
吾
叢
は
考
へ
て

居
る
何
ご
な
れ
ば
上
代
に
慌
て
は
墳
丘
そ
の
も
の
が
墓
の

標
識
で
め
つ
軽
け
れ
こ
も
、
牟
安
時
代
の
認
れ
は
卒
都
婆

こ
い
ふ
墓
標
を
立
て
る
爲
の
壇
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る

　
　
　
　
六

　
然
ら
ば
二
の
時
代
に
用
ひ
ら
れ
把
石
卒
都
婆
は
如
何
ん



露

な
種
類
の
も
の
で
あ
っ
だ
か
ご
い
ふ
ご
、
上
流
に
は
履
塔

或
は
賓
塔
が
行
は
れ
、
一
般
に
は
五
輪
塔
が
行
は
れ
把
で

あ
ら
う
ご
遷
す
る
。
官
禄
が
墓
標
こ
し
て
用
ひ
ら
れ
だ
こ

ざ
は
上
交
に
…
蓮
べ
た
湿
り
、
こ
れ
が
奈
良
時
代
に
既
ビ
あ

っ
て
、
尋
安
時
代
末
に
近
き
堀
河
天
皇
の
後
圓
敏
寺
陵
に

石
蜷
三
重
塔
を
御
立
て
に
な
っ
て
み
る
こ
こ
か
ら
考
へ
る

ご
、
そ
の
賜
に
こ
の
塔
が
行
は
れ
だ
こ
ご
は
角
ら
処
せ
ら

れ
る
○
賓
塔
に
つ
い
て
は
そ
の
更
に
完
備
し
π
高
野
山
の

筆
工
塔
が
案
海
の
草
創
ご
稽
せ
ら
れ
る
の
み
な
ら
す
、
後

文
に
遮
ぶ
る
如
く
鳥
朋
天
皇
の
安
早
撃
院
陵
、
近
衡
天
皇

ダ
安
樂
壽
院
病
陵
の
如
き
悔
木
造
の
劣
寳
塔
を
御
薦
ひ
に

な
っ
て
み
る
事
か
ら
推
し
て
も
，
石
造
の
賓
塔
が
行
は
れ

た
こ
ご
が
認
め
ら
れ
る
○
大
旨
國
北
葛
維
郡
箸
尾
及
び
繰
脇

城
郡
宮
窪
か
ら
駿
掘
さ
れ
π
士
製
の
小
舞
欝
の
あ
る
こ
ご

は
入
の
よ
く
知
る
・
こ
こ
ろ
で
あ
る
が
、
盤
後
國
北
海
部
郡

深
田
に
こ
れ
ご
矯
系
の
石
塔
が
あ
っ
て
，
嘉
懸
二
年
の
銘

が
あ
る
（
考
士
口
學
離
誌
ム
ハ
の
一
〇
、
竃
人
㌣
膠
嚢
…
氏
）
　
（
第

二
四
巻
　
　
研
　
究
　
　
中
　
世
　
の
　
墳
　
塞

四
圖
参
照
）
こ
の
種
の
斯
界
が
少
く
こ
も
李
安
時
代
末
に

行
は
れ
た
こ
ご
は
こ
の
有
力
な
る
讃
櫨
に
よ
っ
て
知
る
こ

ざ
が
出
來
る
。
京
都
今
熊
野
な
る
藤
原
長
家
、
同
忠
通
、

及
び
慈
鎭
の
堂
塔
ご
傳
ふ
る
も
の
、
如
き
、
吾
輩
は
未
だ

實
見
を
遽
げ
な
い
が
、
石
塔
そ
の
も
の
、
新
古
は
暫
ら
く

措
き
、
古
式
を
徴
す
べ
き
寳
塔
の
一
種
こ
し
て
は
だ
し
か

に
墾
考
に
値
す
る
〇
五
輪
塔
に
至
っ
て
は
前
掲
餓
鬼
草
子

嵐
窓
に
見
ね
て
る
る
の
み
な
．
協
す
、
こ
れ
も
こ
塞
海
の
眞

言
宗
に
測
っ
た
も
の
で
、
塞
海
の
廟
燐
は
蕎
塘
上
五
輪
塔

を
安
置
し
ぐ
、
あ
る
こ
い
ふ
況
や
豊
後
國
北
海
部
郡
深
田
に

は
一
承
安
「
二
年
の
銘
あ
〉
る
五
鈴
…
微
弔
が
“
の
る
　
へ
鉱
磁
＋
降
暴
露
蠣
一
誌
ふ
ハ

の
一
〇
、
天
沼
俊
一
氏
w
（
第
五
忠
義
照
）
ま
た
寛
政
十
一

年
播
磨
翻
紳
崎
郡
（
香
呂
村
の
大
宇
須
賀
院
）
で
鞭
掘
さ
れ

だ
鍵
層
寺
韓
慧
の
琵
脛
の
願
文
は
天
養
元
年
の
奥
書
あ
る

も
の
で
、
そ
の
文
中
に
『
今
年
叉
以
瓶
瓦
、
奉
造
大
謎
如
、

楽
三
瞭
耶
形
五
輪
卒
狸
婆
四
墓
』
ご
あ
’
つ
て
、
そ
の
五
輪
…

塔
の
一
墓
は
ム
轟
な
ほ
濾
存
し
て
居
る
こ
い
ふ
（
考
右
界
一

第
二
甲

羅
九
　
（
二
一
七
）



壽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ

　
　
　
第
四
巻
　
　
研
　
究
　
　
　
世
　
　
　
　
　
　
墓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
践
O
　
（
一
二
八
）

の
一
、
和
鼠
鳴
氏
）
（
一
基
現
序
同
氏
の
訊
）
こ
の
両
資
料
の
如
き
は
以
芒
な
つ
π
二
基
の
多
寳
塔
の
池
の
一
に
御
選
骨
を
藏
め

て
當
時
の
五
輪
塔
の
…
要
式
を
知
る
べ
き
標
準
こ
す
る
に
足
　
奉
つ
だ
も
の
で
、
こ
の
書
論
塔
は
幸
に
今
な
ぼ
遽
存
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
あ
る
こ
ご
は
人
の
知
る
こ
こ
ろ
で
あ
る
○
後
白
河
天
皇

　
　
　
　
セ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
法
住
寺
陵
は
法
住
寺
殿
の
法
蘇
堂
下
に
騨
り
泰
つ
た
の

　
φ
安
時
代
末
葉
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
、
上
流
に
於
　
で
、
今
も
方
形
造
の
小
堂
が
そ
の
位
概
に
存
し
、
堂
内
に

て
如
土
の
卒
都
婆
以
外
に
木
造
建
築
を
設
け
る
こ
ご
が
行
　
は
同
法
皇
の
御
木
像
を
安
醜
し
奉
っ
て
あ
る
ご
承
る
。
高

は
れ
た
。
墳
墓
堂
ま
陀
法
華
堂
こ
い
ふ
も
の
即
ち
そ
の
類
・
倉
天
皇
の
後
清
閑
寺
陵
も
法
華
堂
の
御
建
立
が
あ
っ
だ
。

で
め
る
○
揮
木
造
建
築
の
卒
都
婆
が
野
上
に
建
て
ら
れ
π
　
安
徳
天
皇
の
阿
彌
陀
寺
の
御
影
堂
の
如
き
も
、
木
造
の
御

の
は
、
上
文
に
蓮
べ
㊧
如
く
行
基
の
墓
に
そ
の
例
が
あ
っ
　
堂
を
御
陵
ざ
せ
ら
れ
元
の
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
し
至
っ
て

て
、
早
く
奈
良
時
代
に
行
は
れ
て
居
る
か
ら
、
悪
筆
の
由
．
後
堀
河
、
後
嵯
峨
、
後
装
草
等
を
初
奉
り
法
華
堂
の
御
設

っ
て
論
る
こ
こ
ろ
亦
頗
る
古
い
け
れ
ざ
も
、
殊
更
そ
れ
が
　
け
が
あ
り
、
深
草
法
華
堂
が
途
に
屡
御
霊
前
こ
な
つ
だ
の

盛
ん
に
行
は
れ
セ
の
は
實
に
青
煮
末
鎌
倉
初
で
あ
っ
た
。
　
も
こ
の
關
係
で
あ
る
○

翌
翌
天
皇
の
成
警
提
意
思
は
御
選
骨
を
鳥
朋
殿
の
三
重
搭
　
　
以
上
は
皇
室
御
陵
墓
の
例
で
あ
る
が
、
か
く
の
如
く
堂

に
藏
め
奉
っ
た
の
で
あ
り
、
鳥
朋
天
皇
の
安
樂
壽
院
陵
は
　
塔
を
以
て
墓
駈
ε
す
る
風
は
一
般
に
貴
族
の
開
に
行
は
れ

天
皇
が
骨
膜
殿
に
御
差
益
に
な
っ
た
二
基
の
醤
蝦
塔
の
一
　
鎌
倉
時
代
に
は
武
家
の
閣
に
も
墳
墓
堂
を
見
る
に
至
っ
た

に
御
遣
骨
を
臓
め
奉
つ
π
の
で
、
近
衛
天
皇
の
安
樂
壽
院
　
陸
奥
の
藤
原
清
衡
基
衡
秀
衡
三
代
の
遺
骸
が
中
興
寺
金
色

南
陵
は
さ
き
に
鳥
胴
天
皇
が
美
繭
門
院
の
墓
こ
し
て
御
器
　
堂
下
に
葬
ら
れ
て
あ
る
こ
ご
は
有
名
な
る
事
蹟
で
、
鎌
倉

、



、

寒

に
於
て
源
頼
朝
以
下
實
朝
政
子
及
び
北
條
氏
の
墓
亦
こ
の

制
に
よ
つ
允
も
の
で
あ
る
ゆ
北
條
時
宗
笹
下
の
遺
骨
が
、
鎌

倉
團
畳
寺
の
佛
日
庵
こ
い
ふ
堂
の
下
に
藏
せ
ら
れ
て
あ
る

こ
ご
は
人
の
知
る
こ
こ
ろ
、
小
笠
原
長
清
が
京
都
清
水
踏

襲
堂
下
に
そ
の
枢
を
督
し
め
た
こ
い
ふ
の
も
亦
こ
の
制
に

倣
っ
だ
の
で
あ
る
。
吉
事
略
儀
に
茶
毘
を
行
っ
て
面
罵
骨

を
拾
ふ
條
に
『
此
所
可
被
立
御
塔
若
御
働
者
、
少
々
残
響

骨
爲
墓
」
ざ
あ
る
の
は
、
火
葬
所
に
も
墓
標
こ
し
て
卒
都

婆
を
立
て
な
け
れ
ば
、
墳
墓
堂
の
建
立
あ
る
こ
ご
を
叙
し

た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
八

　
墳
墓
堂
の
行
は
れ
だ
の
は
李
安
時
代
末
か
ら
鎌
倉
時
代

に
か
け
て
肚
會
の
或
一
部
に
限
ら
れ
π
の
で
あ
っ
て
、
一

般
泣
し
て
は
鎌
倉
時
代
は
前
代
に
引
繊
い
て
矢
張
層
塔
寳

搭
及
び
五
輪
墓
の
石
造
卒
都
婆
が
行
は
れ
わ
侮
こ
ご
は
勿
論

で
あ
る
○
こ
の
時
代
に
厩
す
る
こ
れ
ら
三
種
の
石
塔
に
は

そ
の
墓
標
た
る
ご
否
ご
は
別
問
題
こ
し
て
、
紀
年
銘
が
あ

　
　
唱
第
四
巻
　
　
研
　
究
　
　
申
　
世
　
の
　
墳
　
墓

っ
て
そ
の
年
代
を
朋
示
す
る
も
の
が
必
し
も
少
く
な
い
か

ら
，
崔
式
事
こ
の
時
代
の
標
準
を
求
め
る
こ
ご
は
李
安
時

代
ほ
ご
圃
難
で
な
い
。
例
へ
ば
層
塔
し
あ
つ
て
は
、
四
條

天
皇
の
月
輪
陵
の
九
重
石
塔
は
祝
す
も
畏
い
が
、
大
和
國

磯
城
郡
多
武
峯
に
於
け
る
永
仁
六
年
の
十
三
重
石
塔
、
そ

れ
か
ら
直
接
に
紀
年
銘
は
な
い
が
、
弘
長
頃
に
畠
摩
セ
大

和
魂
奈
良
般
若
寺
め
十
三
重
石
塔
、
或
は
弘
安
九
年
に
串

，
來
た
○
山
城
國
宇
治
浮
島
の
十
三
重
石
塔
（
第
⊥
ハ
圖
参
照
）

の
類
、
寳
塔
に
あ
っ
て
は
、
近
江
國
蒲
生
郡
豊
川
村
石
塔

寺
に
於
け
る
正
安
四
年
の
も
の
、
大
和
野
山
淺
郡
都
介
野

村
來
・
迎
寺
に
於
け
る
延
慶
三
年
の
も
の
（
第
七
圃
磐
照
）
五

輪
塔
に
あ
っ
て
は
、
相
模
國
籍
根
饗
河
原
に
於
け
る
永
仁

三
年
の
も
の
（
第
入
圖
細
越
）
大
和
國
生
駒
郡
南
生
駒
村
大

字
一
分
無
量
寺
に
於
け
る
嘉
兀
二
年
の
も
の
、
近
江
國
石

塔
寺
に
於
け
る
元
亨
元
年
の
も
の
＼
如
き
、
何
れ
も
貴
重

な
る
資
料
で
あ
る
○

　
こ
れ
ら
三
種
の
石
塔
中
最
多
く
用
ひ
ら
れ
π
の
は
五
輪

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
五
一
　
（
二
一
九
）



夢

第
鵬
奮
　
　
研
　
究
　
　
巾
　
世
　
の
　
壌
　
墓

塔
で
あ
る
こ
ε
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
随
っ
て
こ
の
時
代

に
は
塁
陵
に
も
五
輪
塔
を
郷
用
ひ
に
な
っ
た
例
も
翻
っ
た

即
ち
後
宇
多
天
皇
の
嵯
峨
の
蓮
華
峯
寺
陵
に
は
、
八
角
懸
、

堂
の
中
央
の
五
輪
避
に
御
遺
骨
を
舐
め
奉
り
、
四
隅
に
は

劉
に
小
五
濁
糟
ケ
董
鍛
さ
れ
お
ご
承
る
（
賦
．
皇
陵
』
の
『
み

さ
・
ぎ
め
ぐ
り
』
壁
貫
幾
華
峯
寺
緑
起
）
。
後
に
後
亀
山
天

皇
の
嵯
峨
小
倉
陵
が
石
壇
の
中
央
に
五
輪
塔
を
安
置
し
、

照
隅
に
小
五
輪
塔
ご
、
小
賓
酸
印
塔
ご
を
配
ゼ
ら
れ
元
の

も
こ
の
制
を
御
傳
へ
に
な
つ
元
の
で
あ
る
。
先
年
北
畠
親

厨
の
墓
だ
ら
う
こ
い
ふ
疑
問
が
起
っ
て
、
…
逐
に
登
掘
薫
製

を
逮
げ
だ
大
和
國
宇
陀
郡
實
生
寺
境
内
の
墓
の
動
き
は
、

中
央
に
大
五
輪
搭
、
繭
方
左
右
に
小
五
輪
搭
の
め
る
繊
式

の
も
の
で
あ
る
、
、
こ
れ
が
北
畠
氏
の
墓
で
あ
る
、
否
か
は

別
事
．
題
こ
し
て
、
墓
制
の
上
か
ら
そ
の
頃
の
も
の
で
あ
る

こ
ご
は
吾
輩
の
信
ず
る
ビ
こ
ろ
で
あ
る
。
當
尊
見
人
は
惜

し
い
こ
ご
に
は
墓
誌
が
な
い
ご
歎
じ
セ
と
か
い
ふ
話
で
あ

る
が
、
こ
の
種
の
墓
に
幡
羅
の
な
い
こ
巴
は
吾
人
の
聞
に

第
二
號

畢

天
二
　
・
．
ニ
ニ
○
）

は
初
か
ら
判
り
き
つ
π
事
柄
で
あ
る
．
・
．

　
　
　
　
馬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
サ

　
　
　
　
ゑ
ぷ

　
鋒
倉
時
代
に
新
に
起
つ
だ
こ
思
は
れ
る
贋
塔
に
賓
簸
印

熔
が
あ
る
○
寳
馬
印
塔
の
古
式
な
る
剃
の
大
和
製
大
御
輪

寺
及
び
室
生
寺
に
「
籾
塔
・
ご
羅
す
る
木
製
ω
小
帯
な
．
ε
が
あ

る
が
、
紀
年
銘
も
な
く
，
こ
れ
が
露
摩
π
年
代
に
就
い
て

も
明
徴
が
な
い
ら
し
い
が
、
筑
藤
葛
今
際
の
大
泉
坊
等
に

あ
っ
て
今
繍
一
撮
こ
な
っ
て
み
る
こ
の
鍾
の
銅
…
塔
に
は
儲
．
呉

，
越
藩
王
銭
駁
毛
敬
造
八
重
四
千
賓
塔
乙
卵
藤
翫
』
の
銘
か

あ
る
・
こ
の
乙
卯
の
年
は
朱
の
顯
穂
二
年
で
、
教
が
天
徳

九
年
で
あ
っ
て
、
こ
の
葡
後
に
爽
野
羊
の
使
働
が
摩
、
朝
し

陀
こ
ご
は
史
上
に
晃
ぬ
て
居
る
か
ら
、
毅
が
國
に
於
て
寳
，

筐
印
塔
が
墓
標
こ
し
て
用
ひ
む
れ
だ
の
も
李
安
時
代
の
後

周
期
に
始
ま
ハ
・
セ
ら
う
こ
も
想
は
れ
る
が
、
未
だ
湛
物
な

り
文
献
な
り
に
女
早
を
得
な
い
か
ら
、
今
は
鎌
倉
時
代
か

ら
墓
所
に
立
て
ら
れ
π
こ
し
て
他
H
の
研
究
を
待
授
う
Q

大
和
國
生
駒
郡
南
生
駒
村
有
里
圓
編
隊
に
於
け
る
永
仁
六



帥

年
の
も
の
（
天
沼
俊
一
氏
編
奈
良
縣
金
石
年
表
）
（
第
九
圖

褒
照
）
同
國
添
上
郡
大
柳
生
村
大

字
忍
辱
山
な
る
建
武
二
年
の
も
の

（
同
上
）
の
如
ぎ
當
に
こ
の
時
代
の

標
準
槌
る
べ
き
資
料
で
あ
る
。

　
も
一
つ
鎌
倉
時
代
か
ら
出
歯
把
　
　
　
　
　
　
　
～
㍉
　
、

墓
標
は
班
謂
板
碑
で
あ
る
・
こ
れ
　
　
β
ダ

に
關
し
て
は
臼
井
理
學
博
士
（
人
　
　
　
　
シ

懸
蘇
講
論
嚢
　
し
鷲

（
考
古
學
工
数
㎜
三
の
⊥
ハ
）
㎞
等
の
研
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

究
も
あ
っ
て
、
考
古
學
上
の
資
料
　
　
　
　
　
　
》
ダ

ε
し
て
夙
に
趨
れ
て
居
る
の
み
　
　
　
〆

な
ら
す
、
そ
の
分
布
は
關
東
地
方

を
主
こ
し
て
、
遽
く
西
に
離
れ
・
し

阿
波
地
方
に
存
す
る
こ
ご
も
學
界

に
周
く
知
ら
れ
て
み
る
。
武
藏
國
北
多
摩
郡
立
川
三
業
寺

　
　
　
第
四
巻
　
研
究
　
中
世
の
境
墓

’）

R尋醇るらあの年看
等申子士‘出る時の些
の三郎＿こ來。代も1
研氏三人れ把　のの；

　　畠
，（“liiilgy，．．／

の
元
亨
四
年
在
銘
の
如
き
は
當
に
板
碑
を
代
表
す
べ
き
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
例
で
あ
る
（
第
十
圃
墾
照
）
元
來

み’

　
　
　
　
，
灘

　
　
　
　
　
ぶ
も
き
コ
ぞ
ね
ロ

　　

@　
@　　

鴫㌔F“唄F－『1…簿IF…一嵩！ほ！

1　　塔輪五飼回読
マ覧る†；し麺て立を賞釘て立を塔㌔険五上司1石1（子草鬼、餓）

板
碑
は
李
安
時
代
以
血
行
は
れ

π
木
鼠
板
卒
都
婆
が
・
永
久
に
保

存
せ
ら
る
べ
く
石
造
に
な
っ
た

の
ゼ
過
ぎ
な
い
か
ら
、
大
さ
の

割
合
に
特
に
扁
李
な
の
は
そ
の

地
方
に
産
す
る
線
泥
片
岩
な
ご

を
材
料
こ
し
元
結
果
で
、
石
造

の
板
卒
都
婆
は
實
に
全
國
に
舜

早
し
て
居
て
、
決
し
て
一
地
方

に
限
ら
れ
穴
も
の
で
は
な
い
○

畢
覚
關
東
乃
至
阿
波
に
あ
る
も
・

の
は
材
料
の
調
車
か
ら
來
陀
一

種
の
礎
態
で
あ
っ
て
。
こ
れ
の

正
式
な
る
も
の
は
寧
ろ
他
の
地

方
に
遺
存
し
て
み
る
○
板
碑
ε
い
ふ
聡
呼
も
朋
治
以
後
に

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
五
三
　
（
ご
二
一
）

畢



第
四
巻
　
覇
究
　
中
世
の
墳
墓

出
來
π
も
の
で
、
以
前
は
そ
ん
な
名
が
な
か
つ
元
の
で
あ

る
○
下
総
國
香
取
郡
香
取
女
宮
に
近
い
字
叉
見
小
字
箕
弁

で
見
党
延
文
六
年
（
康
安
元
年
）
の
板
碑
に
は
、
　
『
右
塔
婆

者
』
ε
朋
な
る
刻
銘
が
あ
る
に
徴
し
て
も
、
こ
れ
が
行
は

れ
π
時
代
に
は
塔
婆
ご
呼
ん
で
板
碑
な
ご
、
は
い
は
な
か

っ
π
こ
ご
が
判
る
。
し
か
し
板
碑
の
爾
呼
は
久
し
く
學
雰

に
襲
用
さ
れ
て
る
る
か
ら
、
矢
張
さ
う
い
っ
て
趨
か
・
・
、
O

第
二
號

五
四
　
（
二
こ
ご
）

信
ず
る
。
墓
に
壇
を
築
い
て
そ
の
上
に
立
て
π
木
造
卒
都

婆
が
墓
標
た
る
こ
ご
を
認
め
な
る
上
は
、
そ
れ
が
石
造
に

な
っ
た
に
過
ぎ
な
い
を
の
も
雷
撃
か
ら
墓
標
π
る
意
義
を

包
容
す
べ
き
で
あ
る
。
板
碑
の
下
か
ら
骨
壷
が
登
掘
さ
れ

る
こ
ご
が
往
々
あ
る
の
も
こ
れ
を
立
謁
し
て
居
る
○

　
最
古
の
板
碑
は
八
木
髪
三
郎
氏
の
板
碑
年
代
一
覧
表
（

同
氏
著
考
古
便
覧
所
載
）
に
も
示
し
て
あ
る
仕
り
、
立
同

豊
漁
の
正
式
な
る
嫌
式
は
宇
都
宮
濡
…
嚴
寺
の
鐵
塔
婆
（
第
，
放
言
に
あ
る
武
藏
國
北
足
立
郡
石
戸
村
字
堀
之
内
東
光
寺

十
一
圖
墾
照
）
に
撮
よ
く
見
る
こ
ご
が
出
來
る
・
こ
れ
が

碑
で
な
く
卒
都
婆
で
あ
る
こ
ご
は
銘
文
に
朋
瀧
さ
れ
て
あ

わ
藁
正
和
元
年
の
銘
が
そ
の
年
代
を
示
し
て
み
る
G
こ
れ

が
所
謂
板
碑
ご
異
な
る
黙
は
そ
の
材
料
が
贋
ご
鐵
こ
の
差

に
…
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
ぐ

　
板
碑
は
供
養
の
爲
に
出
嚢
網
も
の
で
、
墓
標
こ
し
て
立

て
弛
も
の
で
な
い
こ
い
ふ
説
も
蘭
柵
工
の
開
に
あ
る
や
う
だ

が
、
吾
輩
は
供
養
塔
π
る
ご
立
時
に
墓
標
こ
し
て
も
立
て

ら
れ
把
こ
ご
が
他
の
石
造
卒
都
婆
ご
同
様
で
あ
る
こ
ご
を

に
於
け
る
貞
永
二
年
在
銘
の
も
の
で
あ
る
○
し
か
し
こ
れ

は
吾
誰
未
だ
實
見
の
機
を
得
な
い
が
、
圖
や
拓
本
に
よ
り

叉
拓
者
の
言
に
よ
る
に
、
普
麺
の
板
碑
ご
は
頗
る
趣
を
異

に
し
た
も
の
で
悔
首
綿
が
三
角
に
尖
っ
て
居
な
く
て
水
李

に
切
っ
て
あ
る
の
み
な
ら
す
、
梵
字
腫
子
を
刻
し
て
あ
る

燧
に
古
式
な
る
額
形
の
輪
郭
が
あ
る
な
ざ
、
吾
叢
の
寡
聞

な
る
末
曾
て
他
に
類
例
を
聞
か
ぬ
も
の
で
．
駈
謂
板
碑
ご

は
励
系
統
に
慨
す
る
も
の
で
あ
る
ら
け
れ
ご
も
板
碑
が
鎌
・

倉
時
代
か
ら
行
は
れ
セ
こ
ご
は
勿
論
事
事
で
あ
る
。

響



’

　
自
然
石
の
墓
標
が
行
は
れ
価
の
も
、
多
少
地
方
的
色
彩

は
あ
る
や
う
だ
が
、
亦
こ
の
鎌
倉
車
代
か
ら
で
あ
る
○
し

か
も
そ
れ
が
弘
安
前
後
頃
丁
度
板
碑
の
起
原
ご
略
年
代
を

同
じ
う
し
て
居
る
か
ら
面
白
い
。
自
然
石
ご
い
っ
て
も
彼

の
澤
庵
の
墓
に
見
る
如
き
、
水
力
作
用
に
よ
っ
て
田
來
把

圓
味
の
あ
る
石
の
如
き
類
で
は
な
く
、
近
代
の
墓
地
に
塵

見
る
如
き
多
く
彫
琢
を
加
へ
ざ
る
、
石
工
の
所
謂
自
然
石

形
の
墓
標
の
類
を
指
す
の
で
あ
る
。
こ
の
自
然
石
形
は
前

代
に
写
し
て
何
の
連
絡
も
な
く
系
統
も
な
～
、
突
如
こ
し

て
現
れ
た
の
で
は
な
く
￥
矢
張
木
造
の
卒
都
婆
に
代
つ
陀

石
造
卒
都
婆
こ
し
て
行
は
れ
る
乙
＼
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
羅
の
遺
物
が
陸
前
地
方
に
あ
る
こ
ざ
は
嘗
て
清
水
東

四
郎
民
に
よ
っ
て
學
界
に
報
告
さ
れ
把
．
清
水
氏
は
こ
れ

を
以
て
板
碑
の
類
ご
認
め
『
陸
前
國
石
森
村
の
板
碑
』
ご

題
し
て
趨
稿
さ
れ
た
（
考
古
學
難
誌
二
の
隅
『
四
）
o
こ
の

種
の
資
料
が
元
号
石
憲
地
方
に
も
多
く
存
す
る
由
聞
き
及

ん
だ
が
、
同
地
の
遽
藤
源
七
氏
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
弘
安
七

瓦
四
墜
　
　
研
　
究
　
　
中
　
世
　
の
　
墳
　
蕪

年
の
在
銘
に
『
舟
石
拳
都
婆
造
立
』
の
銘
が
あ
り
、
至
徳

二
年
在
銘
に
關
東
地
方
の
板
碑
に
折
々
見
λ
、
如
き
五
輪
塔

の
陰
刻
を
施
し
、
そ
こ
に
『
夫
以
塔
婆
者
』
の
句
を
銘
し

懸
永
二
十
三
年
及
び
文
安
六
年
在
銘
の
二
基
に
は
『
右
寄
．

婆
造
立
趣
者
』
の
銘
が
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
徴
謹

に
擦
れ
ば
、
首
部
の
三
角
も
そ
の
下
の
横
線
も
な
く
、
一

見
卒
都
婆
ご
は
波
交
渉
な
る
が
如
き
こ
の
石
造
記
念
物
も

亦
矢
張
卒
都
婆
こ
し
て
立
て
ら
れ
た
こ
ご
が
章
句
す
る
Q

前
述
の
如
く
駈
謂
板
碑
は
下
総
國
香
取
の
延
丈
六
年
の
そ

れ
に
よ
っ
て
『
塔
婆
』
ご
離
…
せ
ら
れ
π
こ
ご
が
剃
つ
把
が

そ
れ
よ
り
も
更
に
五
＋
七
年
前
即
ち
板
碑
の
行
は
れ
た
る

初
期
な
る
弘
安
七
年
に
於
て
、
普
通
の
板
碑
よ
り
も
一
層

略
式
な
る
臼
然
石
の
記
念
物
が
『
石
拳
都
婆
』
の
名
を
以

て
呼
ば
れ
π
こ
い
ふ
こ
ご
は
大
に
注
昌
に
値
す
る
の
で
あ

る
、
吾
輩
は
こ
の
識
か
ら
推
し
て
板
碑
も
最
初
は
石
卒
都

婆
ご
呈
せ
ら
れ
だ
こ
ご
を
認
識
す
る
。

　
　
　
　
牽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
五
五
　
（
ご
二
三
）

、



第
四
巻
　
　
研
　
究
　
　
中
　
世
　
の
　
壌
　
墓

　
な
ほ
序
に
附
記
し
て
砂
湯
べ
き
は
、
こ
の
時
代
の
相
當

の
大
き
な
五
当
確
に
は
水
輪
に
穴
を
穿
っ
て
含
利
を
納
め

た
も
の
が
往
々
あ
る
こ
ご
で
あ
る
。
上
文
に
述
べ
π
る
大

和
國
室
生
寺
境
内
の
大
五
輪
塔
の
如
き
は
そ
の
最
著
し
い

例
で
、
水
輸
中
に
木
製
の
小
五
輪
塔
が
あ
っ
て
、
更
に
そ

の
内
に
水
晶
の
小
舎
利
塔
を
籠
め
て
あ
っ
だ
（
奈
良
縣
史

蹟
調
査
會
報
告
四
、
水
木
要
太
郎
民
、
西
崎
辰
之
助
氏
）
o

ま
た
賓
鰹
印
塔
の
蕩
合
に
も
塔
身
に
陀
羅
尼
を
納
め
る
こ

ご
が
あ
っ
π
◎
元
來
こ
の
塔
は
賓
裏
印
陀
羅
尼
を
納
め
る

供
養
塔
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
陀
羅
尼
を
納
む
べ
き
欝
造
の

あ
る
の
が
本
船
の
意
義
に
適
し
π
の
で
あ
る
．
、
豊
後
國
北

海
部
郡
深
田
に
あ
る
寳
筐
印
塔
に
は
立
派
に
そ
の
装
潰
が

あ
る
（
考
古
學
…
雑
誌
六
の
一
〇
、
天
沼
俊
一
氏
〉
屠
塔
の

塩
合
に
も
亦
こ
れ
ら
に
類
し
た
例
が
あ
る
。
由
城
國
宇
治

俘
島
の
弘
安
九
年
に
忠
來
π
十
三
重
石
塔
に
は
銅
三
角
、

水
晶
の
小
五
輪
塔
、
十
三
佛
の
小
出
、
小
華
瓶
寺
等
種
々

の
も
の
が
藏
せ
ら
れ
て
あ
っ
陀
さ
う
で
あ
る
。
か
く
の
如

　
　
　
　
　
　
　
　
第
ご
號
　
　
　
　
五
山
ハ
　
（
ご
二
四
）

き
こ
ご
は
供
養
塔
の
塀
合
に
限
ら
す
、
墓
標
ズ
｝
し
て
も
往

々
行
は
れ
把
の
で
あ
る
。
後
一
條
天
皇
の
御
火
葬
所
の
石

卒
都
婆
に
陀
羅
尼
を
納
め
ら
れ
π
こ
ご
は
前
に
引
用
し
π

類
聚
雑
例
の
文
に
撮
す
べ
き
の
み
な
ら
す
、
仁
明
天
皇
陵

の
卒
都
婆
に
も
こ
れ
を
藏
め
ら
れ
把
こ
ε
は
文
徳
實
録
嘉

鮮
三
年
の
條
に
『
深
草
陵
窒
堵
婆
所
藏
陀
羅
尼
自
登
落
地

』
ご
あ
る
の
で
判
る
。

　
　
　
　
牽
伽
　
　
　
　
　
　
．

　
鎌
倉
勝
代
を
申
心
こ
し
て
歯
並
時
代
乃
至
竃
町
時
代
に

於
て
は
、
矢
張
近
世
の
如
く
画
地
な
り
素
腹
な
り
に
一
族

の
墓
を
一
所
に
螢
む
こ
ご
が
行
は
れ
穴
こ
ご
は
、
餐
地
の

遺
跡
に
五
輪
塔
寳
筐
印
塔
等
暫
時
の
石
塔
が
一
欝
域
内
に

井
然
相
並
ん
で
居
る
の
で
も
判
る
。
而
し
て
殊
に
珍
t
い

の
は
、
鎌
倉
地
方
に
は
地
質
上
の
閥
係
上
、
鎌
倉
時
代
か
●

ら
室
町
時
代
に
か
け
て
、
上
古
の
如
く
丘
腹
に
横
穴
を
穿

っ
て
、
そ
の
中
に
遽
骨
を
藏
し
、
五
輪
塔
や
實
縫
印
塔
を

立
て
、
或
は
壁
面
に
そ
の
形
を
浮
彫
に
す
る
こ
ご
が
行
は



●

れ
セ
こ
ご
で
あ
る
。
堀
田
璋
左
右
氏
の
筒
鎌
倉
畳
園
寺
め
　
　
ま
π
一
心
域
内
に
於
け
る
石
塔
の
配
置
に
就
い
て
も
自

百
八
巖
窟
』
　
（
歴
吏
地
理
二
の

三
）
．
は
こ
の
横
穴
式
墓
所
の
研

究
こ
し
て
最
有
爵
な
る
報
告
で

あ
る
○
中
に
．
も
そ
の
當
時
新
に

乱
掘
さ
れ
セ
岩
窟
の
一
に
は
、

慮
永
や
永
享
の
紀
年
銘
あ
る
五

輪
塔
及
び
艶
言
印
塔
の
一
部
分

が
あ
っ
て
、
明
か
に
そ
の
年
代

を
示
し
て
居
る
。
な
ほ
氏
の
報

告
に
よ
れ
ば
、
遺
骨
を
藏
め
π

る
箇
所
は
横
穴
の
底
面
に
竪
に

穿
つ
柁
小
穴
を
以
て
し
π
ば
か

り
で
な
く
、
時
こ
し
て
は
壁
面

に
横
に
小
穴
を
掘
り
込
ん
で
こ

れ
に
充
て
π
こ
ご
も
画
せ
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

、

、．

謗
l
巻
　
研
究
　
巾
世
の
墳
墓

　塔輪五詰論第
（墓の弟兄我曾中山根箱）

ら
一
定
の
方
式
が
あ
っ
π
。
例

昏
へ
ば
鎌
倉
大
谷
月
に
於
て
は
横

穴
の
奥
の
中
央
に
大
五
輪
を
置

き
、
左
右
両
壁
面
に
沿
う
て
小

二
輪
塔
を
配
し
三
面
が
あ
り
、

同
所
の
山
腹
を
李
か
に
し
て
一

心
を
劃
し
セ
墓
所
に
は
、
そ
の

横
穴
ε
同
朋
の
配
濁
も
あ
れ
ば

借
入
基
の
五
輪
を
横
一
列
に
置

い
π
の
も
あ
る
へ
關
保
之
助
津

田
敬
武
両
氏
調
査
）

　
　
　
十
二

　
當
時
は
主
‘
し
て
火
葬
が
行

は
れ
π
の
で
あ
る
か
ら
、
大
概

棺
よ
り
も
骨
壼
の
方
が
用
ひ
ら

れ
把
。
尤
骨
黛
こ
い
っ
て
も
必
し
も
透
形
に
限
つ
陀
謬
で

第
ご
號

五
七
　
（
二
二
五
）

　
　
6

σ

9



々

　
　
　
第
凶
懸
　
研
究
中
琶
の
墳
墓

は
な
ぐ
、
小
木
棺
ε
も
い
ふ
べ
き
櫃
も
亦
用
ひ
ヂ
ら
れ
π
こ

ご
は
嘘
字
欝
骨
壷
な
し
に
遣
瀬
の
み
登
見
さ
れ
る
こ
ご
の

少
か
ら
ぬ
事
實
か
ら
認
め
ら
れ
る
。
筑
前
國
志
賀
島
の
輿

入
墓
ご
潤
す
る
蝋
基
地
に
於
て
は
、
長
さ
四
尺
、
贋
さ
こ
尺

五
寸
、
高
さ
二
尺
の
錠
の
あ
る
櫃
に
遣
骨
が
あ
っ
仁
（
和

田
千
壱
氏
調
査
）
○
こ
れ
即
ち
そ
の
一
例
で
あ
る
○
さ
て
そ

の
骨
壷
に
は
陶
器
の
壼
が
最
多
い
・
、
そ
こ
で
獣
肉
時
代
の

も
の
か
直
黒
時
代
以
後
の
も
の
で
あ
る
か
は
、
そ
の
陶
器

に
よ
っ
て
鑑
別
す
る
こ
ご
が
出
來
る
。
陶
器
の
壷
中
に
は

短
時
内
地
で
出
家
た
普
通
の
も
の
以
外
に
，
稀
に
高
麗
青

磁
の
瓶
子
が
癒
用
さ
れ
た
例
も
あ
る
G
下
総
國
古
河
の
頼

政
曲
言
y
相
模
國
鎌
倉
窯
由
、
伊
豆
國
修
善
寺
等
に
は
確

に
そ
の
例
が
あ
っ
把
。
檜
…
師
翻
撚
濟
北
野
叩
胱
載
丈
・
三
白
王
帝
外

紀
に
よ
れ
ば
、
継
山
天
皇
の
御
門
…
骨
を
五
口
の
膏
盗
に
御

分
納
あ
ら
せ
ら
れ
π
ε
串
す
も
こ
の
例
で
あ
る
。
ま
π
時

ε
し
て
は
石
製
の
壼
や
櫃
も
用
ひ
ら
れ
た
。
岩
代
國
耶
麻

郡
慶
徳
村
大
字
新
宮
腰
掘
の
凝
議
岩
製
の
蛍
に
は
建
武
二

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
五
八
　
（
ニ
ニ
六
）

年
の
銘
が
刻
し
て
あ
る
。
播
磨
國
印
南
郡
で
五
輪
塔
の
下

か
ら
登
掘
さ
れ
煮
石
櫃
は
長
さ
三
尺
五
寸
、
廣
さ
二
尺
位

あ
っ
控
こ
い
ふ
（
和
田
千
吉
鼎
談
）
．
り
親
長
男
記
の
表
紙
裏

に
記
さ
れ
だ
る
後
嵯
蛾
院
崩
御
記
に
は
、
銀
壼
を
御
用
ひ

に
な
つ
把
こ
ご
が
見
ね
る
・
さ
う
す
れ
ば
奈
良
躊
、
代
に
往

々
行
は
れ
だ
如
く
、
金
鉱
製
の
骨
壼
も
亦
こ
の
頃
に
も
用

ひ
ら
れ
陀
こ
ご
が
推
考
さ
れ
る
。

　
骨
壼
が
石
塔
の
下
に
埋
め
ら
れ
て
あ
る
こ
ご
は
い
ふ
ま

で
も
な
い
が
、
こ
の
．
頃
の
骨
蟻
に
は
奈
良
時
代
乃
至
挙
安

時
代
初
期
の
例
ご
異
っ
て
、
最
初
か
ら
そ
れ
に
付
い
π
蓋

が
な
く
、
多
く
は
石
を
以
て
蓋
こ
し
て
あ
る
。
大
熱
國
室

生
寺
境
内
の
墓
の
如
き
堂
々
π
る
も
の
で
さ
へ
蓋
は
矢
張

石
で
あ
る
○
時
ε
し
て
は
選
書
が
蓋
こ
な
っ
て
書
見
さ
れ

把
こ
ご
も
あ
る
○
下
総
國
印
旛
郡
永
沼
村
雨
字
和
泉
螢
掘

の
言
論
の
如
き
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
か
く
の
如
き
は
骨

壼
そ
の
も
の
が
最
初
か
ら
骨
を
絡
め
る
爲
に
造
ら
れ
た
の

で
は
な
く
、
他
の
ほ
的
の
嬬
に
出
鉱
沈
も
の
を
癒
凹
し
π



結
果
で
あ
ら
う
。
上
流
の
墓
に
青
磁
の
瓶
子
が
用
ひ
ら
れ

た
の
も
賢
覧
そ
れ
が
爲
で
あ
ら
う
。
け
れ
ご
も
前
述
の
後

嵯
蛾
天
皇
の
銀
器
の
如
き
綱
も
あ
る
か
ら
、
特
製
の
面
骨

器
の
あ
っ
π
こ
ご
も
亦
事
解
に
相
違
な
い
。
前
述
の
建
武

．
ご
年
在
銘
の
石
の
骨
壼
の
如
き
は
立
涙
に
同
質
の
藥
籠
號

が
あ
る
。
蓋
に
就
い
て
更
に
珍
し
い
例
を
い
へ
ば
．
前
記

の
鎌
倉
大
谷
戸
に
於
て
は
骨
壼
の
ロ
部
を
態
ご
地
羅
線
上

に
籍
し
、
五
輪
塔
の
地
響
の
底
面
の
中
央
を
凹
面
に
翻
り

取
っ
て
、
そ
れ
で
以
て
號
こ
し
柁
の
も
あ
る
こ
い
ふ
○

五
言
詩
嚢
生
の
時
期
に
物
す
る
疑
問

◎

丈
學
士
鈴
木
虎
雄

　
　
　
閥
　
主
．
　
旨

　
支
那
の
五
言
詩
は
通
例
前
漢
の
枚
乗
、
李
陵
、
蘇
武
等

の
作
よ
り
出
づ
こ
せ
ら
る
（
．
即
ち
筆
者
　
〈
西
紀
前
一
五
六

」
一
四
一
）
武
帝
（
西
紀
世
一
四
〇
一
八
七
）
の
時
代
に

登
生
し
π
り
こ
せ
ら
る
、
も
の
な
り
。
然
乃
に
此
説
は
遽

か
に
信
じ
難
し
○
其
理
曲
は
約
し
て
三
こ
す
O
第
π
始

と
せ
ら
る
》
五
言
詩
の
出
で
去
り
し
本
原
確
か
な
ら
ざ
る

こ
ご
Q
第
二
、
五
言
詩
の
獲
逮
の
穫
路
不
明
な
る
こ
ご
。

第
四
巻
　
研
究
　
五
書
詩
嚢
生
の
時
期
に
封
ず
る
疑
問

第
三
、
始
こ
せ
ら
る
、
五
言
詩
及
其
他
の
五
言
詩
に
關
す

る
記
載
の
更
傳
に
見
ね
ざ
る
こ
ご
○
是
な
り
。
以
下
順
次

に
之
を
説
明
す
べ
し
◎

　
　
　
職
㎜
　
理
　
　
　
由

　
　
　
　
　
第
一
、
始
こ
せ
ら
る
、
五
言
詩
の
出
で
來
り

　
　
　
　
　
　
　
　
し
本
原
確
か
な
ら
ざ
る
こ
ご

　
先
づ
枚
乗
の
詩
こ
し
て
之
を
録
す
る
も
の
は
六
朝
、
梁

よ
り
陳
に
亘
り
て
生
存
せ
し
徐
陵
の
上
せ
る
『
玉
毫
新
詠

第
ご
號

五
九
　
（
二
ご
七
）


